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研究成果の概要（和文）：本研究は、ビッグデータ分析プラットフォームと、ビッグデータ分析アルゴリズムの
二つの研究の柱を同時に進める事で、相補的な効果を得る計画である。この方針に基づき研究期間内において5
件の雑誌論文および40件の学会発表を行った。
研究成果の具体的な一例としては、時空間データベースから、エンティティが高密度に集約しているところをク
ラスタとして抽出するアルゴリズムを提案した。このような用途では、従来は古典的なアルゴリズムである
DBSCANを用いて行っていたが、本研究ではソーシャルビックデータに最適化する事で、DBSCANの性能を大幅に超
える、高速なアルゴリズムの開発に成功した。

研究成果の概要（英文）：This research was planning to obtain mutually benefit by advancing the 
subjects of the two studies which are related to big data analysis platform and big data analysis 
algorithm at the same time. Based on this policy, we conducted 4 journal articles and 40 conference 
presentations during the research period. As an example of the research, we proposed an algorithm to
 discover highly dense region from a large spatiotemporal database. In this type of application, 
DBSCAN, which is a classical algorithm, was used for the purpose. but we proposed more efficient 
algorithm by focusing on trajectory of entities in spatiotemporal database.

研究分野： データ工学

キーワード： ソーシャルデータ
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１．研究開始当初の背景 
 
ジオソーシャルデータ分析に関する関連

研究や研究代表者のこれまでの取り組みを
俯瞰して明らかになる事は、クラウド時代・
ビッグデータ時代と呼ばれる新しい時代に
生まれたソーシャルデータの処理が、古典的
な時空間データ処理技術に基づいて分析さ
れているケースが多いという事である。 
例えば、ジオタグが地理的に密集している

エリアを算出する為に使われる代表的なア
ルゴリズムとして 1996 年に発表された
DBSCAN というアルゴリズムが良く使われて
いる。DBSCAN では全てのジオタグが対等かつ
独立した点(Point)として扱われてしまい、
データのソーシャル性が失われてしまう。ソ
ーシャル性とは、ソーシャルデータだからこ
そのセマンティックの事で、例えばジオタグ
とはただの緯度経度情報ではなく、SNS ユー
ザのコンテキストを持った行動のスナップ
ショットであるととらえるべきである。 
しかしながら DBSCAN は、そのソーシャル

性を全く考慮しない結果を出力する。そのた
め、DBSCANとは別にそれらを考慮する仕組み
を取り入れなければならないが、当然ながら
効率的とは言えない 
本研究では、ジオソーシャルビックデータ

と呼ばれる、新しく発生した巨大な情報源と、
古典的なデータ分析技術の隙間に着目し、そ
のキャップを克服する新たなデータ分析プ
ラットフォームとアルゴリズムの開発を行
った。 
 

２．研究の目的 
スマートフォンの普及によりジオタグ・チ

ェックイン等地理情報を有するソーシャル
データ(ジオソーシャルデータ)の増加が著
しい。本研究計画ではこのジオソーシャルデ
ータの高度な利活用を目指し、収集から分
析・可視化までを Webブラウザ上でワンスト
ップで実現するフラットフォームの構築と、
ジオソーシャルデータに最適化された効率
的な時空間情報分析アルゴリズムの実現を
目指す。既存研究においてジオソーシャルデ
ータの分析は、DBSCANに代表される、古典的
な空間アルゴリズムが使われている。しかし
ながら、ジオソーシャルデータは単なる空間
データではなく、それが膨大なユーザの集合
知であるという側面も持っている。そこで、
ジオソーシャルデータに内包された人間の
アクティビティをも抽出し分析・可視化する
データマイニング基盤を研究開発する。 
本研究はこれまでに研究代表者が行って

きた、ジオソーシャルデータのビッグデータ
分析技術を抽象化し、分析のための共通基盤
となる実行プラットフォームと、ジオソーシ
ャルデータに最適化された分析アルゴリズ
ムの開発に取り組んだ。 
そこで、応用研究(ジオソーシャルデータ

から様々な知見の抽出と可視化)の研究によ

って具現化した問題点を、分析アルゴリズム
の問題と実行プラットフォームの問題に切
り分け、双方の解決を目指した。すなわち、
基礎研究(ジオソーシャルデータに最適化さ
れた新たなアルゴリズムの実現)とプラット
フォーム開発(ソーシャルネットワーキング
サービスとの親和性の高いデータマイニン
グプラットフォームの実現)の二つの柱を同
時に進めた。 
 
３．研究の方法 
 
研究代表者および、研究室の学生のべ 13

名により、研究を行った。途中、本研究に関
連 し JSPS 外 国 人 特 別 研 究 員 Ágnes 
Bogárdi-Mészöly 氏を受け入れた。また本科
研費を基課題として国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化)に採択され、フランス、
University of Pau and Pays de l'Adour 
(UPPA)に 2016 年 10 月から 2017 年 9 月の期
間で滞在し、在外国際共同研究を行った。 
このように本研究は当初の予定にはない、

国際的な環境にて研究を行う事ができた。具
体的には、これまでに研究代表者が構築して
きた、ジオソーシャルビッグデータのデータ
ベースを Ágnes Bogárdi-Mészöly 氏と共有し、
研究代表者が主にデータ処理アルゴリズム
の研究、また Ágnes Bogárdi-Mészöly氏が分
析プラットフォームの研究としてアプリケ
ーション事例の提案を行った。 
 
４．研究成果 
 
本研究計画は、ビッグデータ分析プラット

フォームと、ビッグデータ分析アルゴリズム
の二つの研究の柱を同時に進める事で、相補
的な効果を得る計画であり、研究成果は、大
きくはその二つのどちらかの課題に大別さ
れる。ここではその中の代表的な成果を例に
とって説明する。 

まずは分析プラットフォームに関連する
成果として[学会発表⑭]を説明する。本研究
では、紅葉あるいは桜の開花という季節性の
高いイベントにおいて、クオリティの高い写
真の撮影場所と時間が、すなわち、その場所
によるそれらのイベントを楽しむ為の最適
な時期と、強い相関関係あるという仮説を実
験的に検証したものである。 
論文中 Fig.1(本資料にも引用)に手法の概

要を記している。ここでは、画像の取得容易
な特徴量として、色の占有率とおよび、テク
スチャの明瞭度を用いている。これらを、写
真 の SNS と し て の 評 価 (Flickr の
interestingness)と共に用いる事で、画像に
対してランキングを行っている。 
本研究では、この画像のスコアと、紅葉あ

るいは桜の開花因果関係がある気温や降水
量のデータとの関係性を統計的に求めた。 
本研究では、画像のスコアと気候情報の二つ
のファクタを、カイ 2乗検定によって関係性



を明らかにした(論文中 Table.3、本資料にも
引用)。実験により、この二つの事象が独立
しているという、帰無仮説の棄却(論文中
Table 3,本ページにも引用)を確認した。ま
た部分空間同定法により、二つのファクタの
高い関係性(気温および降水量を用いる事に
より 70.84%を達成)を明らかにした。 
 次に分析アルゴリズムに関する代表的な
成果として[学会発表 36]を紹介する。本研究
は二次元データのクラスタリングとして良
く利用されている古典アルゴリズム DBSCAN
を置き換える事を目標とした、新しいクラス
タリングアルゴリズム EBSCAN を提案してい
る。DBSCAN に比べ、入力が点群ではなく、軌
跡群でなければならないという制約がある
ものの、ジオソーシャルデータは SNSユーザ
でグルーピング可能で、かつコンテンツ生成
時間でソート可能な軌跡群であると考える
事ができ、この制約は障害にはならない。 
EBSCAN のアルゴリズムのアイデアは論文中
Figure5(本ページにも引用)に示している。
古典アルゴリズムである DBSCAN は、任意の
点から指定した距離以内に指定した数の点
以上あればクラスタを構成するアルゴリズ
ムである。この DBSCAN はジオソーシャル分
析の様々な既存研究で用いられている。それ
らの研究では、点の密度が高い区域を探すた
めに DBSCAN を用いているが、その入力パラ
メータに密度に依存する値(Eps, MinPts)を
指定しなければならない事から、パラメータ
設定が非常に困難であるという問題がある。
それに対して、提案手法の EBSCAN では、軌
跡群に対して、入力パラメータは距離(指定
した距離以上の移動は別クラスタに移動し
たものとみなすという数値)のみで、DBSCAN
のようなクラスタリングを行える事を示し
た。 
本論文では、実際に EBSCAN アルゴリズム

を実装し、Flickrから取得した写真群に対し
て性能評価を行った。その結果、クラスタの
質、そして処理速度の両面で DBSCAN を上回
る事を示した。特に処理速度に関しては、
DBSCAN より高速である事を示した(論文中
Figure12,本ページにも引用)。 
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